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多
年
に
わ
た
り
社
会
や
家
庭
の

た
め
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
お

み
ん
な
が
こ
ぞ
っ

年
寄
り
は
、

て
敬
愛
し
、
老
後
を
楽
し
く
過

し
て
頂
く
よ
う
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
敬
老
の
日
(
九
月
十
五
日
)
が

も
う
け
ら
れ
た
の
も
こ
う
し
た

世
論
か
ら
生
れ
た
も
の
で
、

こ

の
日
に
は
あ
ら
た
め
て
私
達
の

周
囲
の
お
年
寄
り
に
温
い
思
い

を
も
ち
ゃ
り
長
寿
を
心
か
ら
お

祝
い
し
、
さ
ら
に
一
層
豊
富
な

知
識
と
経
験
を
社
会
の
た
め
に

役
立
て
〉
頂
く
よ
う
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
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健
康
管
理
委
員
制
度

が
で
き
ま
し
た

心
身
と
も
に
健
康
で
.
い
つ
ま

で
も
楽
し
く
働
き
、
天
寿
を
ま
っ

と
う
す
る
一
生
こ
そ
、

私
た
ち
の

最
高
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。
県
で

は
、
第
二
四
回
長
崎
国
体
の
開
催

を
一
つ
の
契
機
に
、
今
後
さ
ら
に

県
民
の
方
々
の
健
康
を
増
進
さ
せ

る
た
め
に
、
そ
の
お
世
話
役
、
推

進
役
と
し
て
「
長
崎
県
健
康
管
理

委
員
制
度
」

を
設
け
、
委
員
を
委

嘱
す
る
こ
と
に
な
り
、
す
で
に
人

選
も
終
え
て
八
月
一
日
付
で
第
一

回
委
嘱
の
五
五
六
名
の
方
々
が
発

令
さ
れ
ま
し
た
。
当
市
で
は
下
記

の
方
々

二
三
名
が
初
の
長
崎
県
健

康
管
理
委
員
と
し
て
就
任
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
健
康
管
理
委
員
の
任

務
は
、
ω衛
生
行
政

へ
県
民
の
方
々
の
ご

意
見
を
反
影
さ
せ
る
一
つ
の
窓
口

と
し
て
の
役
割

ω県
民
の
方
々
が
衛
生
行
政
を
よ

く
理
解
納
得
し
て
、
そ
の
施
策
に

協
力
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
指
導

的
役
劃
ωさ
ら
に
自
分
の
健
康
は
ま
ず
自

ら
の
努
力
で
築
き
伸
ば
す
と
い
う

健
康
確
保
の
原
則
に
た

っ
て
、

地

域
ぐ
る
み
、

街
ぐ
る
み
で
進
め
る

自
主
的
な
組
織
活
動
を
育
成
し
指

導
す
る
役
割

こ
の
三
つ
を
大
き
な
柱
と
し
て
ご

活
動
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
人
口

二、

0
0
0
人
に
一
人
の
割
合
で

、
人
格
識
見
高
く
、
広
く
社
会
の

実
情
に
通
じ
、
公
衆
衛
生
の
向
上

、
住
民
の
健
康
増
進
活
動
に
熱
意

を
も
っ
活
動
家
の
方
が
選
ば
れ
て

お
り
ま
す
。
具
体
的
な
お
仕
事
と

し
て
1
衛
生
思
想
の
普
及
向
上
の
お
世

話2
地
区
衛
生
組
織
活
動
の
促
進
や

指
導
3
各
種
団
体
の
衛
生
活
動
の
連
絡

調
整
4
行
政
活
動
と
住
民
活
動
と
の
連

絡
調
整

5
健
康
管
理
行
事
な
ど
の
利
用
促

進6
衛
生
関
係
の
苦
情
に
つ
い
て
の

調
整
7
簡
単
な
行
政
事
務
手
続
等
の
紹

介8
衛
生
モ
ニ
タ
ー
(
衛
生
関
係
情

報
の
提
供
)

以
上
の
よ
う
な
お
仕
事
を
進
め
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

コい
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愛
の
血
液
助
け
合
い

運
動

白
出

福源健
I ，1 台次 二
/ 

ら度守献血
安はり血液
全 全 までが
で血しお不至
す 液ょ た足
。のうがし九九
十。いて月月
分 採 のし、三
の血尊ま十一
ー のいす日日
で許生
す 容 命愛
か限をの

期
間

V

献
血
で
き
る
方
は

O
満
十
六
才
以
上
六
十
四
才
ま

で
、

O
体
重
男
子
四
五
キ
ロ
、
女

子
四

0
キ
旬
以
上

O
血
液
の
比
重

一、

O
五
二

以
上

O
最
高
血
圧

一
O
O侃
侃

(

水
銀
柱
)
以
上

そ
の
他
採
血
前
に
医
師
が
健
康

診
断
を
し
ま
す
の
で
、

無
理
な

採
血
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

V

献
血
の
ご
相
談
は

O
長
崎
県
大
村
保
健
所

O
血
液
セ
ン
タ
ー
大
村
出
張
所

(
大
村
市
立
病
院
内
)

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

只
今
募
集
中

カ
ウ
ト
が
誕
生
し
、
一
九
二

O
年

に
東
京
で
は
じ
め
て
団
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

一
九
四
九
年
に
は
ガ

i
ル
・
ス

カ
ウ
ト
臼
本
連
盟
が
結
成
さ
れ
、

一
九
六

O
年
に
は
世
界
連
盟
の
正

加
盟
国
と
し
て
認
可
さ
れ
ま
し
た

@
現
在
約
二
万
の
ガ
!
ル

・
ス
カ

ウ
ト
が
登
録
さ
れ
、
支
部
の
結
成

も
相
つ
い
で
ふ
え
て
い
ま
す
。

。
ガ

l
ル
・
ス
カ
ウ
ト
運
動
は
決

し
て
ぜ
い
た
く
な
も
の
で
も
、

特

権
階
級
を
対
象
と
し
て
い
る
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

総
て
の
少
女
に
ガ

1
ル
・
ス
カ

ウ
ト
の
門
は
開
か
れ
て
い
ま
す
。

身
体
の
不
自
由
な
少
女
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

。
ガ

1
ル
・
ス
カ
ウ
ト
の
教
育
は

「
そ
な
え
よ
つ
ね
に
」
「
一
日
一

善
」

を
モ
ッ
ト
ー
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

、
外
か
ら
与
え
る
の
で
な
く
、
少

女
た
ち
が
、
ス
カ
ウ
ト
運
動
の
目

的
や
有
益
な
技
術
を
、
ゲ
ー
ム
や

キ
ャ
ン
プ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、

討
議

奉
仕
活
動
を
通
じ
て
、
楽
し
み
な

が
ら
自
主
的
に
学
び
と
る
こ
と
を

教
え
て
い
ま
す
。

。
ガ
l
ル
・
ス
カ
ウ
ト
運
動
は、

ボ
i
イ
・
ス
カ
ウ
ト
運
動
の
創
立

者
、
イ
ギ
り
ス
の
ベ

l
デ
ン
・
ポ

ウ
エ
ル
卿
に
よ
り

一
九

O
九
年
に

は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。

以
来
世
界
の
多
く
の
国
々
に
こ

の
運
動
が
ひ
ろ
が
り
、
一
九
二
八

年
に
は
、
世
界
連
盟
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
加
盟
国
は
八

一
カ

国
で
、
ス
カ
ウ
ト
の
数
は
六

0

0

0
団
の
組
織

万

人

に

達

し

て

い

ま

す

。

年

令

の

近

い

ガ

l

ル

・
ス

カ
ウ

日
本
で
は

一
九
一

九
年
に
香
蘭

ト
を
七

1
八
人
、

最
大
二
十
四
名

女
学
院
に
は
じ
め
て
ガ

l
ル
・
ス

位
ま
で
の
人
数
を
一

団
と
し
ま
す

rJ
1
 

"r 

団
は
少
女
た
ち
と
リ
ー
ダ
ー
と

成
人
の
団
委
員
の
三
者
に
よ
っ

て

構
成
さ
れ
ま
す
。

V

会
費
年
額
五

O
O円
を
登
録
費
と
し

て
日
本
連
盟
に
納
め
ま
す
。
団
活

動
に
必
要
な
費
用
は
各
団
で
自
主

的
に
き
め
ま
す
。

V

制
服
と
そ
の
費
用

。
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

グ
レ

!
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
と
エ
ン

ジ
の
ネ
ッ
カ
チ
ー
フ
と
ベ
レ
1
.

約
三
、
二

O
O円

。
上
級
ス
カ
ウ
ト

ガ
ー
ル

・
ス
カ
ウ
ト
と
同
じ
で

す
が
、
ネ
ッ
カ
チ
ー
フ
と
ベ
レ
ー

の
色
が
紺
に
な
り
ま
す
。

約
三
、
二

O
O
円

。
レ
ン
ジ
ャ

l

グ
レ

i
の
ス

カ
ー
ト
(
冬
は
共

有
の
上
着
を
着
用
)
白
い
ブ
ラ
ウ

ス
、
黒
の
リ
ボ
ン
タ
ィ
、
ベ
レ
ー

ベ
ル
ト

約
三
、

0
0
0円

い
ず
れ
も
三
弁
章
(
ガ

l
ル
・

ス
カ
ウ
ト
の
マ

l
ク
)
の
ピ
ン
を

つ
け
ま
す
。

当
市
で
も
た
だ
い
ま
ガ
l
ル
・

ス
カ
ウ
ト
の
団
員
を
募
集
中
で
す

申
込
書
は
社
会
教
育
課
に
あ
り

ま
す
の
で

、
九
月
二
十
日
ま
で
に

申
込
ん
で
下
さ
い
。

(
電
話
四
一

一
一
)

~， 
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一
日
一
円
て

最
高
羽
万
円
ま
で

を
補
償

i
、、
、
}
交
通
事
故
で
犠
性
を
受

食

…

け

た

市
民
を
救
済
し
よ
う

刻

一
と
い
う
川
市
民
交
通
傷
害

i
'
 

コ一一ヨ

…
保
険
N

は、

発
足
以
来
二

第

一
年
の
後
半
を
迎
え
ま
し
た

制
釦

一
が
事
故
の
激
増
が
反
映
し

一U
一
て
各
方
面
か
ら
強
い
関
心

む

ず
一
不
さ
れ
て
い
ま
す
。

H

ザ
引

ん
一

日

一
円

w
の
市
民
交
通

・1
1

一
傷
害
保
険
に
は

つ
ぎ
の
よ

!
、、、L

う
な
内
容
が
盛
り
こ
ま
れ

て
い
ま
す
。
保
険
契
約
者
を
自
治

体
と
し
、
被
保
険
者
(
保
険
金
を

受
け
と
る
人
)
の
資
格
は

、
原
則

と
し
て
、

加
入
時
に
当
該
市
に
住

民
登
録
又
は
外
人
登
録
が
し
で
あ

る
者
、
保
険
の
契
約
期
間
は

一
年

間
で、

被
保
険
者
に

つ
き
保
険
金

額
は
五
十
万
円
。
そ
し
て
そ
の
保

険
料
は
l

仙、

自
動
車
、
原
付
自
転
車
、

軽
自
動
車
お
よ
び
ト
ロ
リ
ー
バ
ス

に
よ
る
交
通
事
故
傷
害
担
保
で
「

三
百
六
十
円
」。

一
日
に
換
算
し

て

一
円
。
支
払
わ
れ
る
保
険
盆
は

制
死
亡
し
た
場
合
、
五
十
万
円
。

帥
ケ
ガ
を
し
た
場
合
、
ケ
ガ
の
程

度
に
応
じ
て
二
千
円
か
ら
十
万
円

ま
で
、
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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V
未
加
入
の
人
は

す
ぐ
手
続
を

が
二
百
十
円
也
H

こ
れ
は
九
月
に

加
入
し
た
場
合
の
保
険
料
で
す
。

昨
年
の
加
入
者
の
方
で
本
年
三
月

の
切
替
加
入
が
す
ん
で

い
な
い
方

は
社
会
諜
又
は
出
張
所
で
い
ま
す

ぐ
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
と
狂
犬
予
防

注
射犬の
登
録
と
、
第
二
回
の
狂
犬

、
予
防
注
射
を
つ
ぎ
の
と
お
り
お

こ

な
い
ま
す
。

対
象
犬

生
後
九

一
目
以
上
の

犬登
録

一
頭
に
つ
き

4

三

O
O
円

注
射

一
一
回
に
つ
き
一二

O
円

犬
は
丈
夫
な
く
さ
り
な
ど
で
つ

な
ぎ
、
つ

れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
登
録
と
注
射
が
す
ん
だ
犬
に

は
必
ら
ず
鑑
札
を
つ
け
て
く
だ
さ

'u 手
数
料

!日 !日 1夏三宅島野忠時 |1i;日二 li:il
1 0月 2日 |市 役 所 (裏側 9.30-15.30

月 3 日 ! 溝三農今 協村陸浦 西公公出部民民張支 所所館館 |lI| 1l1103l4 0O030日0日~~-~11110451 3300日0 0 0 

1 0月 6日 | 鈴岩 松田 駅出前張広所場 |! 1g 4.3300~~1145.030 0 

1 0;月主l7 I:! I西 大 村 出 張所 | 9.30-15.30 

! 日月 B 目 黒萱黒宮車 木木協代瀬 小第ババ出学一ス 張ス終校吏 前点所所停 |l 1|| l 1111 0l344 J日0D5ト0日日0~~~~ 11111 04451 • 333300 自8 0 0 

1 0月 目白 野車組買 光岳留庫寺湖路出企公ρ民張民ス館 停前所館

1 0月 13回 |竹松 出張所 ! 9.30-15.30 

1 0月 1 4日 I 徴諏池 神訪田 堂公公前民民広 館場館 I|| 11349...033000~~~111451 ...3030 0 0 

1 0月 15日 l福重出張所 | 9.30-14.00 
1 0月 16臼 l大村保健 所 | L30 -15 . 00 

ミ V山川，ρ.

月l目8日は、今月の法律 、
; 相談目です。 お気軽iにζご 、
5 利用 くださしい、、。 -

~ (時問〉

9時30分から15時まで



(4) 
りおおむ

第
九
回
県
民
音
楽
祭

例
年
長
崎
、
佐
世
保
両
市
で
交
互

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
県
民
音

楽
祭
が
こ

の
た
び
始
め
て
当
市
で

催
さ
れ
ま
す
。

マ
日
時
十
一
月
十
六
日
(
日
曜
)

一
三
時
|
一
五
時
三

O
分

マ
会
場
市
民
会
館
ホ
!
ル

マ
出
演
長
崎
市
、
佐
世
保
市
、

大
村
市
.
諌
早
市
の
推
せ
ん

合
奏
、
合
唱
団
、
十
三
団
体

大
村
市
か
ら
は
地
元
と
し
て
邦

楽
、
洋
楽
五
団
体
が
出
演
し
ま

す。

市政だより
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市
職
員
を
募
集

市
で
は
初
級
職
員
の
募
集
を
つ

ぎ
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

マ
職
種

一
般
事
務

?
受
験
資
格

①
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
学
校

教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
者

②

市
内
に
居
住
す
る
者
又
は
採

用
後
居
住
し
う
る
者

①
一
般
事
務
凶

昭
和
二
十
四
年
四
旦
二
日
か
ら

唱
和
二
十
七
年
四
月

一
日
ま
で

;昭和44年9月10日

に
生
れ
た
男
子

一
般
事
務
岡

昭
和
二
十
五
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
れ
た
女
子

マ
試
験
の
内
容

教
養
試
験
、
面
接
試
験
、
身

体
検
査

マ
試
験
の
日
時

昭
和
四
十
四
年
十
月
十
二
日

マ
申
込
期
間

九
月
十
日
か
ら
十
月
七
日
ま
で

な
お
、

く
わ
し
い
こ
と
は
人
事

課
に
お
た
づ
ね
く
だ
さ
い
。

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

マ
本
町
三
丁
目
商
居
街

代

表

安

永

昌

央

さ

ん

マ
下
田
町
三
七
四
番
地

前
田
ワ
カ
さ
ん

社
会
福
祉
事
業
費
へ
金
一
封

マ
黒
木
郷
一
一
一
二
番
地

森

琢

磨

さ

ん

北
川
内
老
人
ク
ラ
ブ
へ
金
一
封

マ
大
村
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ

代

表

村

川

武

寿

天
幕
二
張
を
国
体
事
務
局
へ

④
自
動
車
無
償
貸
付
協
力

マ
光
山
商
会

代
表

光

山
万
蔵

三
菱
ミ
ニ
カ
壱
台
国
体
事
務

口
句
へ

「
簡
易
保
険
の
傷
害
特

約
」
発
売
は
九
月
一
日

か
らみ

な
さ
ん
が
加
入
さ
れ
て
い
る

簡
易
保
険
の
資
金
は
公
共
施
設
な

ど
を
建
設
す
る
際
に
融
資
の
資
金

と
な
り
、
大
い
に
役
立
っ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
た
び
こ
の
簡
易
保

険
の
中
に
交
通
事
故
や
あ
ら
ゆ
る

災
害
に
そ
な
え
て
傷
害
特
約
制
度

が
設
け
ら
れ
て
、
九
月
一
日
か
ら

発
売
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

保
険
は
次
の
三
本
立
と
な
っ
て

い
ま
す
.

ト
死
亡
保
険
金

交
通
事
故
、
風
水
害
な
ど
、
不

慮
の
災
害
で
亡
く
な
ら
れ
た
と

語
C

2
傷
害
保
険
金

不
慮
の
事
故
で
、
身
体
に
障
害

を
生
じ
た
と
き
。

雪山
入
院
保
険
金

不
慮
の
事
故
で
、
傷
害
治
療
の

た
め
入
院
し
た
と
き
。

※
傷
害
保
険
金
五
割
以
上
の
支
払

い
を
受
け
る
よ
う
な
、
重
い
身

体
障
害
に
な
っ
た
と
き
は
、
基

本
契
約
、
傷
害
特
約
の
掛
金
は

免
除
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
郵
便
局
保
険
課
ま
た
は

外
務
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

，-
、，

、A〆.

特
別
被
爆
者
の
葬
祭
料

を
支
給

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
特

別
措
置
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改

正
に
よ
り
特
別
被
爆
者
が
死
亡
し

た
と
き
は
葬
祭
を
行
う
も
の
に
対

し
葬
祭
料
一
万
円
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

該
当
さ
れ

る
方
は
市
社
会
課
で
請
求
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
施
行
期
日
昭
和
四
十
四
年
四

月
一
日
以
降
早
死
亡
し
た
特
別

被
爆
者

マ
死
亡
原
因
が
次
の
場
合
は
支
給

さ
れ
ま
ぜ
ん
。

l

先
天
性
疾
病
、
遺
伝
性
疾
病

な
ど
被
爆
以
前
に
原
因
が
あ
る
f

疾
病
に
よ
る
死
亡

2

交
通
事
故
、
労
働
災
害
、
天

災
等
の
不
慮
の
事
故
死
及
び
他

者
の
犯
罪
行
為
な
ど
外
的
作
用

が
原
因
と
な
っ
た
死
亡

3

自
殺
及
び
闘
争
、
泥
酔
に
よ

る
負
傷
文
は
疾
病
に
基
づ
く
自

己
の
行
為
が
原
因
と
な
っ
た
死

亡
連
合
国
占
領
軍
の
行
為

に
よ
る
人
身
被
害
者
に

給
付
金
を
支
給

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
か
ら

昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
八
日
ま

で
の
占
領
期
司
中
に
占
領
萱
の
軍

人
軍
属
に
よ
る
交
通
事
故
や
暴
行

な
ど
の
不
法
行
為
で
け
が
を
し
た

人
、
病
気
に
な
っ
た
人
、
死
亡
し

た
人

P遺
族
に
昭
和
四
十
四
年
二

月
か
ら
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
給
付

金
は
、
被
害
者
又
は
遺
族
の
請
求

に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

請
求
書
の
提
出
期
限
は
昭
和
四
十

五
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
で
請
求

権
が
消
滅
し
ま
ず
か
ら
ま
だ
請
求

を
し
て
な
い
方
は
早
急
に
左
記
に

申
し
山
捗
」
く
だ
さ
い
。

マ
佐
世
保
防
衛
施
設
事
務
所

，
佐
世
保
市
矢
岳
町

一
の
七

電
話
佐
世
保
三
|
=
二
五
七

戦
没
者
遺
族
の
国
庫
債

券
買
上
げ

戦
没
者
遺
族
で
特
別
弔
慰
金
国

庫
債
券
(

1

ア
年
分
割
払
三
万
円
)

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
を
対
象
に

つ
ぎ
の
と
お
り
国
庫
債
券
買
上
償

還
の
申
込
み
を
受
付
け
ま
す
の
で

市
社
会
課
え
お
申
込
み
く
だ
さ
い

マ
買
上
条
件
生
活
保
護
法
に
よ

り
保
護
を
受
け
て
い
る
者
又
は

現
に
保
護
を
受
け
て
い
な
い
が

生
活
が
困
窮
し
て

い
る
者

マ
買
上
額
い
号

一
万
四
千
八
百

円
、
ろ
号

一
万
六
千
八
百
円

二、

教
室
中
央
公
民
館
第
一
集
会

室

三
、
期
間

自
九
月
十
九
日

至
十
一
月
十
四
日

毎
週
金
曜
日
(
夜
)

自

十

九

時

O
分

至

二

十
一
時

O
分

四
、
申
込
資
格

市
内
在
住
者
青
年
一
般

五
、
申
込
〆
切
九
月
十
六
回

中
央
公
民
館
へ

六
、
受
講
料
不
要

七
、
講
師

県
立
大
村
高
校
教
諭

松
昆
静
枝
先
生

八、

常
習
内
容

リ
l
デ
ン
グ

i
一
斉
指
導

発
音
練
習

i
一
斉
文
は
個
別

会
話
二
、
三
人
一
組
対
話

九
、
そ
の
他

学
習
内
容
は
タ
イ
プ
印
刷
に
て

配
布
し
ま
す
。

旗
竿
作
り
に
青
年
団
や

老
人
の
奉
仕

国
体
事
務
局
で
は
市
青
年
団
連

絡
協
議
会
団
員
か
ら
ハ
チ
ク
(
竹
)

約

一
、
二

O
O本
の
提
供
を
受
け

ま
し
た
。
「清
和
園
」
で
は
老
人
の
手
で

で
き
る
も
の
で
国
体
に
協
力
し
よ

う
と
汗
の
奉
仕
を
申
出
、
白
ベ
ン

'

キ
で
塗
り
あ
げ
て
き
れ
い
な
ポ

l

英

会

話

の

成

人

講

座

ル

作

り

に

奉

仕

し

て

い

た

X
き
ま

一、

名
称
第
五
十
九
回
戒
人
講
座
T

し
立
。


